
 

 

 質 問 者  佐々木 新一郎   
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１ 「選択されるまち」に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月３日、県選管による選挙人名簿登録者数の発

表があった。前回（３/２）より 524 人上回った。仙

台市が 1,213 人増、それに仙台圏、各市町が増加し

た。 

 一方、被災した海岸部が減少したが、その中で本

町は 134 人減で、石巻市（108 人）と東松島市（27

人）の合計と同じ程、厳しい数字であった。 

 なお、５/31 時点での本町の人口は 7,292 人とい

うことでした。 

 この厳しい現実を見据えて、施政方針で「選択さ

れるまち」を示されました。本町の未来の姿は20万

人石巻圏でチョイスされるまち、住環境、経済活動、

教育、街並み、そして福祉サービスの要素で選別さ

れるまちづくりを行っていくとの方針ですが、次の

点について伺います。 

(１) 人口に対する考え方は。 

   適正人口はどれ位ですか。 

   （数と内容について） 

(２) 上記５要素のうち、経済活動、教育、街並み

について、根幹の考え方は。 

（質問の相手：町長） 
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２ 小・中一貫校について 

 

 

 

 

 

 復興終了期に、町中心部に小・中一貫校を配置す

るということに、議会の中でも、また、議会・住民

懇談会でも疑問、反対の考えが結構有るようです。 

 せっかく有る施設を活用すべきと思うし、また、

多額のお金が掛かるため、他の用途に使用すべし

等々有りました。そこで次の点について伺います。 

(１) 子どもたちにとって、よりよい制度ですか。 

「中１ギャップ」には効果があるとか・・・。 

   女川小学校、女川中学校が装いも新たに出発

したばかりで、校歌、校章も変更されるのでは

ないですか。 

(２) 教員免許の問題で不都合は無いのですか。以

前、二学期制を取り入れたが、朝令暮改的変更

がありましたが。 

   また、校舎等を整備する際、国庫補助率引き

上げ等など財政支援が期待できるのですか。（大

地震関連も含めて） 

(３) 現小学校エリア、中学校エリアについて、消

防署やオフサイトセンター配置の案があるよう

ですが。 

（質問の相手：町長・教育長） 

 

 

 


